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可動都市への試み

筆者は，縮減社会への対策と して，即応性

の高い可動都市 ・可動商庖街の導入を提案し

ており，この連載では，軽トラ市を可動商庖

街の先行モデルと考えて，調査データに基づ

いた紹介を行ってきた。今回は，可動商庖街

を見据えた試みと して6月5日に開催された

静岡県裾野市の「軽トラマーケットJについ

て，経緯と内容を紹介したい。裾野市は，静

岡県東部に位置する人口約 5万の市である。

と言う よりも， トヨタ自動車の「ウーブン ・

シティ」が展開される都市とした方が自動車

関連の皆さんには分かり易いであろう 。裾野

市の「軽 トラマーケッ トJ案内文書には，全

国で展開する「軽 トラ市」との関係に触れる

とともに， 1可動商庖街としての可能性を検証

しながら…広義でのMaaSの取り組みJとして

図 1 軽トラマーケ ッ卜全体像
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いる。図 1は，1軽 トラマーケットJの上空

写真である。全体8庖舗，軽自動車7台のス

ター トであるが，その展開に着目したい。

0なぜ 「軽トラマーケットjか

それには， 3点の理由が考えられる。

第 1は，裾野市の地形に起因するが，富士

山 ・愛鷹山 ・箱根山の山裾に広がる細長い地

形からきている(図 2)。明治22年ころには，

この細長い地域に 5つの村が成立し，これが

終戦まで続く 。現在に至っても地形上，居住

地が分散しており，移動は 8割が自家用車依

存という 。ここに高齢化が重なるために，移

動の困難が大きな課題となっている。

勿論，こうした状況は全国的にみられるも

のである。このための都市政策は， コンノfク

ト&ネットワークとまとめられる。つまり歩

いて動けるウォーカブルなコンパクト拠点に

各機能をまとめて，拠点相互は各々の特性を

備えてネットワークするというものである。

筆者は，勿論この考え方には賛成である。し

かし問題は，人口の縮減スピー ドがコンパク

トな都市整備の進展を上回るということであ

る。物理的な都市の継続を前提に，縮減社会

に対応するには， 2つの方法しかないだろう 。

つまり，人が動くか 施設が動くかである。

可動都市は後者のイメ ージが強い。しかし何

でも動けばよいというものではない。長期的
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